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　電話 　　078(903)1090

西宮船坂店

　既に皆さんもご存じのとおり、船坂小学校は平成 22 年 3 月末日でもって 137 年の歴史に幕を閉じるこ

とになりました。

　そこで、この船坂地域にとっては教育の場にとどまらず、地域交流の場としてもかけがえのない存在で

ある船坂小学校の歴史を振り返る機会、人によって様々でしょうが、それでも皆さんが確実にお持ちになっ

ているであろう船坂小学校に対する想い出を甦らせる機会、また、長年ご無沙汰している小学校当時の旧

友が集まって、当時の思い出話に花を咲かせる機会を設けることが出来れば……という想いから、船坂自

治会と船小 PTA でイベントを行うこととなりました。

　参加対象は、船坂小学校卒業生・転出生、現旧教職員ならびに船坂地区居住の皆様（船小児童ではなかっ

たけれど PTA 活動その他で船坂小学校に関わりのあった方）としております。当日の内容はまた改めて自

治会から、あるいは船坂新聞等でお知らせすることとなりますが、一人でも多くの方に参加いただけるよ

う、船坂地域の皆様のご参加はもとより、船坂地区から離れて居住されている卒業生の親族・知人の方に

もこのイベントについてお知らせいただけますよう、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　開催日時：平成２２年２月１３日（土）開催日時：平成２２年２月１３日（土）

　　　　　受付１２時～　　　　　受付１２時～

　　　　　開始１２時３０分～　　　　　開始１２時３０分～

　　　当日午前は、船坂小学校の催しアートイン船坂舞台編が開催され、

      昼休憩の後、改めてイベントを開催するかたちになります。

　場所：船坂小学校体育館、船坂小学校舎（開放スペース）　場所：船坂小学校体育館、船坂小学校舎（開放スペース）

　　　イベント自体は船坂小学校体育館で開催。小学校校舎は当日一部を開放して、見学出来るように

      する予定です。

　皆様のご参加、心よりお待ち申し上げております。

※地区外の卒業生にも情報をお知らせできるよう、ブログを立ち上げております。

  ブログアドレス：http://yaplog.jp/funasaka-137/

　グーグル検索で「ありがとう　船坂小学校」と入力いただけると上位にヒットするはずです。中西　学

〝船坂の新しい出発に向けて　－船坂小学校 137 年の思い出－〟



　　　思い出をありがとう！！
  西宮船坂ビエンナーレ～プロローグ～

 ビエンナーレに想う                             

                                                総合ディレクター・藤井達矢

　みなさん本当にお疲れさまでした！この１ヶ月間、長いようで案外あっという間

に過ぎた感があります。しかし何なんでしょう、この盛り上がりは！今だからこそ

言いますが、他の場所じゃまずあり得ません！実行委員会が立ち上げられてからたっ

たの半年で、まったく初めてのビエンナーレをやり遂げてしまったのです。恐るべ

し船坂！

　今回正確な来場者数をカウントすることはできませんでしたが、様々な状況を勘

案してのべ５,０００人程度が訪れたと推測されます。初めてこの地を訪れた人もそ

うでない人も、アートを通して様々な立場で船坂について考えたことでしょう。

　私も多くの発見がありました。ビエンナーレ各作品、そして協賛企画展として開

催されたゆかりの作家個展、ふれあい会館での交流展示、協賛展示、既存の行事な

どから、様々な表現の方向性・可能性を見出すことができました。それは、船坂と

いう地の可能性に他ならないと考えます。観覧客は言うまでもなく、恐らくそれは、

地域のみなさんも感じておられることと思います。この取り組みによって、船坂の

魅力を再発見し、ここに住まう人・ここを訪れる人・ここを愛するすべての人に笑

顔をもたらす集落創りのための、大切な礎になったのではないでしょうか。

　ビエンナーレは、現代美術に絞り込んだ取り組みです。しかし、現代美術だけが

人の暮らしを豊かにする唯一のものというわけではありません。ただ、すべてのは

じまりの第一歩として、大きな波紋と議論を内外に呼び起こすには最適の媒体だと

考えたのです。そういう意味でも投じた一石は功を奏したといえますが、今後、人

が表現をするという芸術文化にかかわる様々な展開が別途あっても面白いのではな

いかと思っています。またそのときには違ったジャンルの方がディレクターとして

迎えられるべきでしょう。船坂には役者が揃っています。地元在住アーティスト、

今回実行委員も務めたアーティストなど、船坂里山芸術祭実行委員会を母体として

ビエンナーレ以外の新企画でリーダーシップを発揮してもらえたら、より広がりも

出て層が厚くなると思います。

　今後の展開を考えるとき、船坂小学校の存在は大きいです。長い歴史の中、ここ

で過ごした子どもたちの思いを大切にしつつ、これからも変わらず人が集い、その

輪が広がっていく場になって欲しい。そんな仕組みのひとつとして「アート」も大

きな役割を果たし得るでしょう。有名無名問わず、本物の第一級の様々な芸術が集

まる場所に育てていきたいですね！

　さてビエンナーレ、来年以降はどうしましょう？いたずらに拡大することは禁忌

です。それでも、美しい里山、長閑な風景を守るためにも、より多くの方に船坂の

魅力を知ってもらう意義はあります。特に地域のみなさんの率直な意見を十分に検

証し、根本からしっかりと考えてみたいものです。実行委員会の活動はまだまだ続

きます・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



株式会社　古材問屋
651-1423　兵庫県西宮市山口町船坂280
Tel:078-903-5314 Fax:078-903-5319
http://www.kozaidonya.com

　　　ビエンナーレ作家さん感想　（人物写真は順不同）
  ★楽しませてもらいました。船坂のような環境で作品展開できてほんとよかったです。
　　感謝です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　直樹
  ★まさか短期間でここまでのものになるとは思ってもみませんでした。船坂の土地．人々す
　　べてに感謝します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福永　宙
　★手さぐりで手作りで手をつなぎ「ほのぼの」とつくりあげた感覚です。ありがとう。
　　誰もが主役（赤とんぼ）！トンネルをこえたら舟坂城！舟坂色！　　勝木　繁昌（城主）　
　★各地からアーティストを何人も案内したんですが、「品の高さ」に驚いたとの声が圧倒的で    
　　した。舟坂の力はすごいです。来年も頑張りましょう。　　　　　　  北夙川　不可止
　★ありがとうございました。又、頑張りましょう。　　　　　　　　　　　　鈴木　貴博
　★船坂の舞台でみなさんと一緒に作品を作ることによって、生きると言う喜びを皆さんと一
　　緒に楽しくすることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肖麗
　★作品を制作するということは、何か関係を作っていくという側面を強く持っているように     
　　思います。船坂での制作、船坂の人々との関係作り、非常に貴重な体験をどうもありがと
　　うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　鈴木　孝幸
　★初めての経験が数多くあり、他の作家さんのパワーもたくさんもらいました。
　　このあふれるパワーを次のビエンナーレで爆発させたいです！！　　　　　野口　美香
　★地元の方々には、大変お世話になりました。スタッフの方々ありがとうございます。
　　紅葉の中で、コースを回るうちに、次回が楽しみになりました。　　　　　 玉置　りさ
　★私は思うのです。なんとふしぎなことでしょう。舟坂の地で、同じ時期に皆さんと共に一
　　つのことに夢中になれた事を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井　龍徳
　★今回の私の作品は、人が関わってはじめて成立する作品でした。人それぞれタイプの違い、
　　その日の天候や時間帯で、作品の見え方も当然変わり、私自身出向くたびに、思いもしな
　　い作品の表情を楽しむ事ができました。一ヶ月というロングランの中、関係者の方々、本
　　当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 西村正徳
　★初夏に初めて船坂を訪れ、会議に参加しました。その時の人数は１６名ほど。秋になり、　
　　最終的には１００人以上の方々が今回のビエンナーレに様々な形で動いて協力してくださ
　　いました。小さな種が実を結ぶように。アートがそのきっかけになれて嬉しいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤章子



ビエンナーレ大成功で幕が降り、おめでとうございます。またお疲れさまでした。若い作家さん
やボランティアの方々の飾り気のない人間味が地域の皆さんの温かいぬくもりとなって、深い絆
が出来たのでしょうね。本当に素晴らしい人たちばかりだったと思います。最終日の打ち上げ会
も、とっても楽しい会でした。我が家でも１ヶ月間、古民家の鍵の管理をさせていただき、今と
なっては淋しい限りです。孫達にとっても、学校の授業には無いものを学ばせていただきました。
孫達は自分の日課として時間の許す限り協力してくれました。古民家の作品にも興味を持ち、ド
イツの映像では国の違いも感じたようです。９歳は９歳なりに、６歳は６歳なりにいろんなこと
を学んだようです。ビエンナーレは、我が家にとって今年の秋の大収穫祭となりました。
本当にありがとうございました。感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　　

ガレージ＆カフェ ペニーレーン
〒651-1423 西宮市山口町船坂字北谷206
TEL (078) 904-0617  FAX (078) 907-2340
http://www.penny-lane.jp/

株式会社 キューコーポレーション
〒665-0051 宝塚市高司1-1-16ホワイトプラザ2F

TEL: 0797-73-0041 MOBILE: 090-3999-0041

FAX: 0797-73-4100 E-mail:cue41@nifty.com

　　　　　　　　　　　　代表取締役 植松 稔晶

　
１１月１４，１５日、船坂小学校体育館で、アート愛好家の作品展（アートイン船坂）が、ビエ
ンナーレの関連イベントとして開催され、地元の人々に混じって、ビエンナーレの来場者も大勢、
鑑賞にこられました。今年で最後となるアートイン船坂では、在校生の農園活動をテーマとした
愉快で力強い作品が目をひき、廃校後も、その作品は各教室に永久保存されるとの事です。それ
に混じって出品された、地元のアート愛好家の作品群は、さすがに大人らしい洗練された力作、
大作が揃い、日頃の旺盛な創作活動とその実力のほどをみせてもらいました。このような作品展
が、次回以降のビエンナーレでも、より盛大に催される事を期待したいものですね。

　要：電話予約

Tel:078-903-1172

オペラ歌手コンサート
　12/28（月）pm6:30～
ソプラノ　並河　寿美
バリトン　晴　　雅彦
　　　　　　　　　　

　★ビエンナーレ終了後、不思議にも船坂をより近くに感じます。山・棚畑・小学校・小川・人々・
　　風・光・音・・・すべての美しいものを閉じ込めたミニチュア模型「ふなさか」を、小さな
　　私の心の中に設置くださったかのようです。またお会いできる日を楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉本 直子
　★船坂の皆様大変お世話になりました。多くの友人、知人、アーティストが訪れてくれました。
　　皆一応に船坂の風景＆人々がすばらしい、大規模なビエンナーレと違って手作りの温かみが
　　素晴らしいと感想を言ってます。また、来年も行きたい。知人のアーティストも参加したい
　　と期待を寄せてます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原 和子

　★田口行弘さんはベルリン滞在の為、作品展示のみとなりました。

アート愛好家の作品展（アートイン船坂）

ビエンナーレに感謝！

成瀬 嘉考

上中 道子



船坂小児童 &老人クラブ親睦グランドゴルフ大会

創業昭和八年

北福畳店
西宮市山口町船坂702

TEL　０７８-９０４-２６６０TEL　０７８-９０４-２６６０

　昨日までの寒さがうそのような暖かくいいお天気の１１月４日、最後となるグランドゴルフ大

会を校庭で行いました。児童２３名、先生１０名、部員１７名の総勢５０名が５人１グループに

なり、８ホールを廻りました。

　校庭せましとホールを作り、スタートラインからホールめがけてボールを打ちますが、なかな

か届かなくて何回も打つ児童、思わない所へ飛んでいってしまう児童、ホールインワンをする児

童やらで皆わいわいと楽しそうでした。グランドゴルフ部員も若返り、楽しい一日を過ごすこと

ができました。

　児童の個人成績は、一位當眞さん、二位千羽さん、三位吉川さん、四位中西さん・吉川さんでした。

児童も先生も我々も、この日の校庭でのゲームをこれからもずっと心のどこかに記憶となってと

どまることでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グランドゴルフ部　亥角　秋枝

老人クラブ便り

１１月１３日 (金 )本年度２回目の「いきいき講座」が開催された。

NPO 法人アミーゴによる「老人になっての整理整頓」というテーマでの寸劇と頭脳ゲームなどで、

賑やかなひとときを過ごしました。

　  X'mas　
ランチ&ディナー
 ご予約受付中
  ～12/25まで
 

　毎年、11 月 23 日に行われる山王神社の秋祭り。今年は、数 10 年ぶりに計画された宵宮。境内

に置かれた 250 本の竹筒にろうそくの火を灯す。しばし幽玄の世界を堪能できると楽しみにして

いた方は多かったのではないかと思いますが、あいにくの雨。残念ながら中止となりました。

　翌日、23 日の本宮は昨夜の雨が嘘のように、おだやかなお祭り日和となりました。お神輿巡行、

境内ではうどん、たこ焼き、おでんなどおいしそうな店が並び、子どもたちの大好きなくじや学

園の先生が青のりやソースでえびせんに絵や文字を描いてくれるお店もあり、中々の盛況ぶり。

　皆のおなかも落ち着いた頃、ここ数年恒例となっていた船坂小学校の子どもたちの太鼓の演奏

が始まりました。子どもたちの真剣なまなざしが印象深く、毎年楽しみにしていた人も多かった

と思います。来年はもう聴けないかと思うと、とても残念でなりません。でもまた何かこの場所

から新たに育っていくものがあるのではないかと・・・

　船坂の歴史の中で、その時代時代に合わせて人々が守ってきたもの、もうすでに消えてしまっ

たもの、そしてまた生まれ育って行くもの、これからの船坂を楽しみたいです。　　鮫貝　季子

山王神社　秋祭り




	2009-12-1
	2009-12-2
	2009-12-3
	2009-12-4
	2009-12-5
	2009-12-6

